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電子納品研修会（設計業務）電子納品研修会（設計業務）

電子納品の流れ電子納品の流れ

公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))
設計・測量に関する各種制度の改定につい設計・測量に関する各種制度の改定につい
てて

環境創造局技術監理課（環境創造局技術監理課（H22.12.2H22.12.2））

電子納品の流れ電子納品の流れ
～横浜市電子納品運用手順書に沿って～～横浜市電子納品運用手順書に沿って～

環境創造局技術監理課（環境創造局技術監理課（H22.12.2H22.12.2））



2

「手順書[業務編] P.5 より

事前協議事前協議

成果品を電子納品す成果品を電子納品す
る場合、すべての業る場合、すべての業
務で必要です。務で必要です。

電子納品を円滑に行電子納品を円滑に行
うため、業務着手時うため、業務着手時
に、受・発注者間で行に、受・発注者間で行
います。います。

重要！

環境創造局HPより
（公共工事について/公園緑地工事等関連資料ダウンロードコーナー）

電子納品の流れ電子納品の流れ

事前協議書事前協議書

1ページ目(上部)
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1ページ目(下部)

2ページ目(上部)
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2ページ目(下部)

↑ 「公園平面図CAD製図・レイヤ規定（案）」の別表です。

『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

策定について策定について

環境創造局技術監理課（環境創造局技術監理課（H22.12.2H22.12.2））
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『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

目的目的

公園平面図の世代管理公園平面図の世代管理((測量、設計、施工測量、設計、施工))
及び保管を適切に行うために策定した。及び保管を適切に行うために策定した。

適用範囲適用範囲

測量・設計業務の成果平面図、工事の発測量・設計業務の成果平面図、工事の発
注・完成平面図、管理図（公園管理用の竣工注・完成平面図、管理図（公園管理用の竣工
平面図）平面図）

『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

ＣＡＤのフォーマットＣＡＤのフォーマット

ＳＸＦ（ＳＦＣ）形式ＳＸＦ（ＳＦＣ）形式

ＳＸＦＳＸＦ ver.2.0ver.2.0 レベル２レベル２
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『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

レイヤ名称及び記載内容レイヤ名称及び記載内容

『『公園平面用レイヤ規定公園平面用レイヤ規定』』による。による。

レイヤ名は「レイヤ名は「__」を除き全て全角。」を除き全て全角。

※※半角括弧は使用しない。半角括弧は使用しない。

※※当該工事に関連しない施設等に関する情報につい当該工事に関連しない施設等に関する情報につい
て、設計・施工段階で失われることのないようにする。て、設計・施工段階で失われることのないようにする。

『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

公園平面図用レイヤ規定（一部抜粋）公園平面図用レイヤ規定（一部抜粋）
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『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

公園平面図・図面別レイヤ表示設定（一部抜粋）公園平面図・図面別レイヤ表示設定（一部抜粋）

『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

PDFPDFデータの作成データの作成

CADCADデータデータ（（SXFSXF（（SFCSFC）形式））形式）をもとに作成。をもとに作成。

ファイルをファイルを11つのファイルに結合し、しおりを作成する。つのファイルに結合し、しおりを作成する。

平面図
.PDF

平面図
.PDF

案内図
.PDF

案内図
.PDF

詳細図
.PDF

詳細図
.PDF

案内図
.SFC

平面図
.SFC

詳細図
.SFC

○○公園
整備工事

.PDF

○○公園
整備工事

.PDF
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『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

エクセルデータの作成エクセルデータの作成

「図面別レイヤ表示設定」ファイルを作成。「図面別レイヤ表示設定」ファイルを作成。

完成図面等で修正したレイヤは、「○」から「●」へ。完成図面等で修正したレイヤは、「○」から「●」へ。

レイヤを追加した場合は、追加記載する。レイヤを追加した場合は、追加記載する。
レイヤを修正した場合の表示例

『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』
（（H22.11H22.11））

概要概要

成果品のフォルダ構成成果品のフォルダ構成

「「DRAWINGDRAWING」（測量業務、設計業務）」（測量業務、設計業務）

「「DRAWINGSDRAWINGS」「」「DRAWINGFDRAWINGF」（工事）」（工事）

CADCADデータ、データ、PDFPDFデータ、エクセルデータを一式納める。データ、エクセルデータを一式納める。

CAD
（SFC）

CAD
（SFC）

PDFPDF エクセ
ル

エクセ
ル

DRAWING
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レイヤ規定（案）レイヤ規定（案）についてについて

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

これまで・・・これまで・・・

公園平面図のレイヤ名及び各レイヤに表現する内容が公園平面図のレイヤ名及び各レイヤに表現する内容が
統一されていなかった統一されていなかった



10

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

図面表現に必要なデータと補助線等の作業用データ図面表現に必要なデータと補助線等の作業用データ
等が混在していた場合、作図者以外の者では、図面等が混在していた場合、作図者以外の者では、図面
表現に必要なレイヤと不要なレイヤがレイヤ名だけで表現に必要なレイヤと不要なレイヤがレイヤ名だけで
は判別できないことがあるは判別できないことがある

課題課題

現況測量で得られた情報（データ）の一部が設計図や現況測量で得られた情報（データ）の一部が設計図や
施工図の図面表現に必要でないために削除されてし施工図の図面表現に必要でないために削除されてし
まい、竣工図では公園管理に必要な情報の一部が失まい、竣工図では公園管理に必要な情報の一部が失
われた状態となってしまっているわれた状態となってしまっている
（（ex.ex.上物のみの整備を行った公園の竣工図面におい上物のみの整備を行った公園の竣工図面におい
て地下埋設物関係の情報が全て失われている）て地下埋設物関係の情報が全て失われている）

⇒⇒ 公園平面図のためのレイヤ規定が必要公園平面図のためのレイヤ規定が必要

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

公園平面図ファイルの基本的な考え方公園平面図ファイルの基本的な考え方

公園管理に必要な平面図（一般図、施設平面図、地下公園管理に必要な平面図（一般図、施設平面図、地下
埋設物平面図、植栽平面図）の情報全てを一つの埋設物平面図、植栽平面図）の情報全てを一つのCADCAD
データファイル内で保持し、レイヤの表示・非表示によりデータファイル内で保持し、レイヤの表示・非表示により
各種平面図を表現する各種平面図を表現する

（図面表現の容易性よりもデータ更新の容易性を重視）（図面表現の容易性よりもデータ更新の容易性を重視）

現況図の情報は工事の設計図や施工図の図面表現に現況図の情報は工事の設計図や施工図の図面表現に
不要なものであっても、原則としてファイルからデータを不要なものであっても、原則としてファイルからデータを
削除せずに保持したままとし、工事竣工時にデータ整理削除せずに保持したままとし、工事竣工時にデータ整理
を行い、その後の公園管理に必要な図面を作成できるよを行い、その後の公園管理に必要な図面を作成できるよ
うにするうにする
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レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

工事の設計・施工過程における工事の設計・施工過程における

平面図ファイルの種類と関連業務平面図ファイルの種類と関連業務

管理図（現況図）管理図（現況図）：現況測量業務：現況測量業務
↓↓

設計図（発注図）設計図（発注図）：実施設計業務：実施設計業務業務業務
↓↓

施工図（変更図）施工図（変更図）：工事請負業務：工事請負業務

↓↓

管理図（竣工図）管理図（竣工図）：工事請負業務：工事請負業務

（又は図面データ作成業務）（又は図面データ作成業務）

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

平面図ファイルが保持するレイヤ平面図ファイルが保持するレイヤ

各平面図ファイルの種類によって保持するレイヤ数が異な各平面図ファイルの種類によって保持するレイヤ数が異な
る（る（公園平面図用レイヤ規定参照公園平面図用レイヤ規定参照））

管理図（竣工図）及び管理図（現況図）管理図（竣工図）及び管理図（現況図）

公園管理に必要となる平面図を表現するために必要なレイヤ：公園管理に必要となる平面図を表現するために必要なレイヤ：

『『管理図（現況図・竣工図）管理図（現況図・竣工図）』』レイヤ群（最大レイヤ群（最大2626レイヤ）レイヤ）

設計図（発注図）及び施工図（変更図）設計図（発注図）及び施工図（変更図）

上記レイヤに加えて、工事の設計・施工に必要な平面図を表現す上記レイヤに加えて、工事の設計・施工に必要な平面図を表現す
るために必要なレイヤ：るために必要なレイヤ：

『『設計図（発注図又は完成図）設計図（発注図又は完成図）』』レイヤ群レイヤ群
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レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

平面図ファイル作成時の留意点１平面図ファイル作成時の留意点１

設計図（発注図）設計図（発注図）

ポイント１ポイント１

工事名の入力や管理図（現況図）とは用紙サイズを工事名の入力や管理図（現況図）とは用紙サイズを

変更して作図する場合等に対応するため、管理図変更して作図する場合等に対応するため、管理図

（現況図）とは別に図枠や表題欄、棒スケール等を（現況図）とは別に図枠や表題欄、棒スケール等を

作成する作成する

ポイントポイント22

新規施設・植栽及び注釈等はレイヤ規定に則り、新規施設・植栽及び注釈等はレイヤ規定に則り、

各レイヤに作図各レイヤに作図

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

平面図ファイル作成時の留意点１平面図ファイル作成時の留意点１

設計図（発注図）設計図（発注図）

ポイントポイント33

既存施設・植栽等については工事内容に応じて既存施設・植栽等については工事内容に応じて

レイヤ移動が必要なものがあるレイヤ移動が必要なものがある
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レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

設計図（発注図）設計図（発注図）

ポイントポイント33--11

工事施工対象物工事施工対象物

『『管理図（現況図・竣工図）管理図（現況図・竣工図）』』レイヤ群レイヤ群

⇒⇒『『設計図（発注図又は完成図）設計図（発注図又は完成図）』』レイヤ群レイヤ群

＊撤去・移設対象施設：＊撤去・移設対象施設：

「公園現況施設」レイヤ⇒「設計「公園現況施設」レイヤ⇒「設計__撤去・移設施設」レイヤ撤去・移設施設」レイヤ

＊伐採・移植対象樹木：＊伐採・移植対象樹木：

「植栽（＊＊）」レイヤ⇒「設計「植栽（＊＊）」レイヤ⇒「設計__伐採・移植」レイヤ伐採・移植」レイヤ

＊既存地下埋設物のうち工事関連埋設物（設計図に表示する必要が＊既存地下埋設物のうち工事関連埋設物（設計図に表示する必要が
ある埋設物）：ある埋設物）：

「地下埋設物（＊＊）」レイヤ⇒「設計「地下埋設物（＊＊）」レイヤ⇒「設計__地下埋設物（＊＊）」レイヤ地下埋設物（＊＊）」レイヤ

■■ 『『公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定公園平面図ＣＡＤ・レイヤ規定((案案))』』 レイヤ移動のイメージレイヤ移動のイメージ

－－○○

－－

－－

○○

○○ ○○

○○

○○

－－

設計図設計図((発注図発注図))
段階のレイヤ段階のレイヤ

管理図管理図((測量図測量図))
段階のレイヤ段階のレイヤ

「公園現況施設」

「設計_撤去・移設施設」

「公園現況施設」

「設計_公園施設」

「施設注釈」 「設計_撤去・移設注釈」

「設計_施設注釈」

「撤去・移設平面図」 「施設平面図」

「表示する」○、「表示しない」－
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レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

設計図（発注図）設計図（発注図）

ポイントポイント33--22

存置対象物及び不要情報存置対象物及び不要情報

工事においては存置するが竣工後は機能しない施設及び工事においては存置するが竣工後は機能しない施設及び

工事施工に伴い無効（不要）となる情報（埋めころしてしまう工事施工に伴い無効（不要）となる情報（埋めころしてしまう

埋設管や造成に伴い無効となる標高データ等）埋設管や造成に伴い無効となる標高データ等）

各レイヤ⇒「設計各レイヤ⇒「設計__不要データ」レイヤ不要データ」レイヤ

レイヤ規定（案）についてレイヤ規定（案）について

平面図ファイル作成時の留意点２平面図ファイル作成時の留意点２

管理図（竣工図）管理図（竣工図）

ポイントポイント

『『設計図（発注図又は完成図）設計図（発注図又は完成図）』』レイヤ群レイヤ群のデータのうちのデータのうち
管理図として必要なデータを管理図として必要なデータを『『管理図（現況図・竣工図）管理図（現況図・竣工図）』』
レイヤ群レイヤ群に移動した後、に移動した後、『『設計図（発注図又は完成図）設計図（発注図又は完成図）』』
レイヤ群レイヤ群のデータを全て削除するのデータを全て削除する
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SFCSFCファイル作成時のファイル作成時の

留意点留意点

SFCSFCファイル作成時の留意点等ファイル作成時の留意点等

ポイントポイント
SFCSFCファイル作成後は必ずそのファイルを表示させ正ファイル作成後は必ずそのファイルを表示させ正
しく表示されることを確認することしく表示されることを確認すること

CADCADソフト固有の便利な機能はなるべく利用しないこソフト固有の便利な機能はなるべく利用しないこ
とと

AutocCADAutocCADからの変換では文字フォントが代替フォントからの変換では文字フォントが代替フォント
となったり文字の幅と高さの比率がとなったり文字の幅と高さの比率が1:11:1以外となること以外となること
があるがある

参考資料参考資料
SXF SXF 変換を意識した変換を意識したCAD CAD 製図製図
（（http://park3.wakwak.com/~harusu/SXF/SXFmanyuhttp://park3.wakwak.com/~harusu/SXF/SXFmanyu

aru.pdfaru.pdf））
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

環境創造局技術監理課（環境創造局技術監理課（H22.12.2H22.12.2））

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

概要概要

設計・測量等委託業務の品質は、大きく影響を与設計・測量等委託業務の品質は、大きく影響を与
えるため、成果を厳正に評定する必要が法で定えるため、成果を厳正に評定する必要が法で定
められている。められている。（（『『公共工事の品質確保の促進に関する法律公共工事の品質確保の促進に関する法律』』））

平成平成2020年年1212月に設計・測量等委託業務に特化し月に設計・測量等委託業務に特化し

た、規定、要綱、成績評定等を整備した。た、規定、要綱、成績評定等を整備した。

環境創造局では、平成環境創造局では、平成2121年度から適用している。年度から適用している。
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

制度の体系制度の体系

契約制度（総務局）契約制度（総務局）

設計・測量等委託契約約款設計・測量等委託契約約款

監督員、検査員の事務取扱規定、要綱監督員、検査員の事務取扱規定、要綱

（横浜市（横浜市HP/HP/ヨコハマ入札のとびらヨコハマ入札のとびら//入札・契約関係規程）入札・契約関係規程）

共通仕様書・各種様式、成績評定制度（都市整備局）共通仕様書・各種様式、成績評定制度（都市整備局）

横浜市土木設計業務共通仕様書横浜市土木設計業務共通仕様書

設計・測量等委託業務設計・測量等委託業務 様式集（受託者用）様式集（受託者用）

横浜市設計・測量等委託業務横浜市設計・測量等委託業務 成績評定要領・考査基準成績評定要領・考査基準

（横浜市（横浜市HP/HP/都市整備局都市整備局//公共事業調査課公共事業調査課//仕様書、評定基準仕様書、評定基準））

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

監督員の設置監督員の設置（約款（約款 第第99条、仕様書条、仕様書 第第55条条))

契約図書等に定められた事項の範囲内において、契約図書等に定められた事項の範囲内において、
指示、承諾、協議等の職務を行う。指示、承諾、協議等の職務を行う。

監督員が権限を行使するときは、書面により行う。監督員が権限を行使するときは、書面により行う。

→監督員指示書、打合わせ簿→監督員指示書、打合わせ簿
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

管理技術者の設置管理技術者の設置（約款（約款 第第1010条、仕様書条、仕様書 第第66条条))

契約図書等に基づき、設計業務の技術上の管理契約図書等に基づき、設計業務の技術上の管理
を行う。を行う。

資格要件資格要件

技術士技術士

上記同等の能力と経験を有する技術者上記同等の能力と経験を有する技術者
（（2525年以上の実務経験者、大学・高専卒業後年以上の実務経験者、大学・高専卒業後2020年以上の実務経験者）年以上の実務経験者）

RCCMRCCM
特記仕様書で規定する者特記仕様書で規定する者

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

委託業務計画書委託業務計画書（仕様書（仕様書 第第1111条条))

受託者は、契約締結後に作成し、監督員に提出。受託者は、契約締結後に作成し、監督員に提出。

記載する内容記載する内容
1.1. 業務概要業務概要

2.2. 実施方針実施方針

3.3. 業務工程業務工程

4.4. 業務組織計画業務組織計画

5.5. 打ち合わせ計画打ち合わせ計画

6.6. 成果品の品質を確保する成果品の品質を確保する
ための計画ための計画

7.7. 成果品の内容、部数成果品の内容、部数

8.8. 使用する主な図書及び基使用する主な図書及び基
準準

9.9. 連絡体制連絡体制((緊急時を含む。緊急時を含む。))
10.10. 使用する主な機器使用する主な機器

11.11. その他その他
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

打ち合わせ等打ち合わせ等（仕様書（仕様書 第第1010条条))

設計業務等を適正かつ円滑に実施するため、管設計業務等を適正かつ円滑に実施するため、管
理技術者と監督員は常に密接な連絡を取り、業理技術者と監督員は常に密接な連絡を取り、業
務の方針及び条件等の疑義をただすのものとし、務の方針及び条件等の疑義をただすのものとし、
その内容についてはその都度その内容についてはその都度書面に記録し、相書面に記録し、相
互に確認互に確認しなければならない。しなければならない。

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

打ち合わせ等打ち合わせ等（仕様書（仕様書 第第1010条条))

使用する書式使用する書式

『『打合わせ簿打合わせ簿』』

手戻りのない設計を行うため手戻りのない設計を行うため
にも、にも、文書で文書で確認する。確認する。

22部作成し、監督員及び管理部作成し、監督員及び管理
技術者が相互で確認後、そ技術者が相互で確認後、そ
れぞれ保管する。れぞれ保管する。
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

監督員指示書監督員指示書

（設計・測量等委託業務監督事務取り扱い要綱（設計・測量等委託業務監督事務取り扱い要綱 第第44条条))

監督員は、契約の相手方に対して必要な監督員は、契約の相手方に対して必要な指示指示及及
び打ち合わせをするときには、び打ち合わせをするときには、設計測量等委託設計測量等委託
業務指示書業務指示書及び設計・測量等委託業務打合わせ及び設計・測量等委託業務打合わせ
簿により行うものとする。簿により行うものとする。

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

『『監督員指示書監督員指示書』』が使用される時が使用される時……
金額の増減、履行期限の延長など、業金額の増減、履行期限の延長など、業
務内容を変更する時。務内容を変更する時。

→契約変更手続きへ→契約変更手続きへ

履行遅延、現場責任者の不適格など、履行遅延、現場責任者の不適格など、
受託者側の理由で、業務を円滑に執受託者側の理由で、業務を円滑に執
行することが難しい事態が起き、口頭行することが難しい事態が起き、口頭
注意では事態が収集しなかった時。注意では事態が収集しなかった時。

→成績評定への反映。→成績評定への反映。

最悪は、契約解除も最悪は、契約解除も……
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

成績評定成績評定（（『『横浜市設計・測量等委託業務成績評定要領横浜市設計・測量等委託業務成績評定要領』』））

目的目的

厳正かつ的確な評定を行い、技術者の適正な選定および指導育厳正かつ的確な評定を行い、技術者の適正な選定および指導育
成に資する。成に資する。

対象対象
契約金額（消費税等を含む）が契約金額（消費税等を含む）が100100万円以上の委託業務万円以上の委託業務

検査結果の通知検査結果の通知

成績を受託者に対し通知する。成績を受託者に対し通知する。

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

成績評定成績評定（（『『横浜市設計・測量等委託業務成績評定考査基準横浜市設計・測量等委託業務成績評定考査基準』』））

評価項目評価項目（総合評定点は、項目ごとに重み付けを考慮する。）（総合評定点は、項目ごとに重み付けを考慮する。）

専門技術力専門技術力
①提案力、改善力①提案力、改善力 ②業務遂行技術力②業務遂行技術力

③施工時への配慮③施工時への配慮 ④コスト把握能力④コスト把握能力

管理技術力管理技術力
①工程管理能力①工程管理能力 ②品質管理能力②品質管理能力

③迅速性、弾力性、調整能力③迅速性、弾力性、調整能力

コミュニケーション力コミュニケーション力
説明力、プレゼンテーション力、協調性説明力、プレゼンテーション力、協調性

取組姿勢取組姿勢
責任感、積極性、倫理観責任感、積極性、倫理観

成果品成果品
成果品の品質成果品の品質
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委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

成績評定成績評定
（（『『横浜市設計・測量等委託業務成績評定考査基準横浜市設計・測量等委託業務成績評定考査基準』』））

減点減点

業務執行に係る過失に伴う減点業務執行に係る過失に伴う減点

事故等による減点事故等による減点

瑕疵修補及び損害賠償による減点瑕疵修補及び損害賠償による減点

→総合評定点（→総合評定点（100100点満点）から最大点満点）から最大ーー２０点２０点の減点の減点

（瑕疵修補及び損害賠償については、遡って減点と（瑕疵修補及び損害賠償については、遡って減点と
なる）なる）

委託業務（設計・測量・地質）制度委託業務（設計・測量・地質）制度
改定について改定について

成績評定成績優秀業者になると成績評定成績優秀業者になると……
受注機会への反映受注機会への反映

（指名回数の増）（指名回数の増）

「手順書[業務編] P.5 より
環境創造局HPより

（公共工事について/環境創造局委託業務成績優良業者について）
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

環境創造局技術監理課環境創造局技術監理課

（（H22.12.2H22.12.2））


